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No.8社協
福祉コミュニケーション

　
小
見
川
南
保
育
所
で
は
一
足
早
く
2

月
1
日
に
恒
例
の
節
分
豆
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
供
達
は
み
ん
な
元
気
よ

く「
豆
ま
き
」の
歌
を
歌
い
、
先
生
か
ら

節
分
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。
目
の
前
に
は
三
人
の
鬼
が
現
れ
ま

し
た
。
鬼
が
先
生
だ
と
わ
か
っ
て
も
目

に
い
っ
ぱ
い
の
涙
を
た
め
て
怖
が
る
子

供
達
。

　
自
分
で
作
っ
た
袋
に
豆
を
入
れ
て
も

ら
い
鬼
に
む
か
っ
て「
鬼
は
外
、
福
は

内
」子
供
達
の
声
が
園
内
い
っ
ぱ
い
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
家
内
安
全
と
無
病
息
災
を

願
っ
て
行
わ
れ
る
豆
ま
き
。
子
供
達
に

と
っ
て
は
怖
く
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ

る
行
事
の
一
つ
で
す
。
み
ん
な
で
協
力

を
し
て
鬼
を
追
い
出
し
ま
し
た
。
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社 協 か と り

職名 氏　　名

評議員

斎木　啓子
伊坂　文雄
市川　浩行
菅澤  　功
木内　  衛
岡田　秀夫
額賀　  勉
竹蓋　伸六
飯田　智栄
鈴木　章子
髙橋　幸子

小林　富美子
藤崎　照代
川口  　武
都祭　栄一
佐藤　幸子
片野　  泰
吉原　文雄
鶴岡　大丈

城之内　義雄
越川　健夫
野口　晴男
金田　宗夫
大山　  弘

会
長
の
就
任
に
あ
た
り

　
香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
亀
谷
　
秀
夫

職名 氏　　名
会　長 亀谷　秀夫

副会長
小川　　剛
髙木　　登
平川　剛忍

理　事

香取　昭一
西岡　敏明
千代田　學
林　　廣全
角田　和男
髙橋　秀治
木内　　正
本宮　敏雄
尾形　忠志
篠塚　俊子
篠塚　　武

監　事
八角　是文
髙橋　　明

評議員

竹本　房子
林　　勝行
木内　祥夫
島田　勝行
神崎　正男
伊藤　　勉
鈴木　　茂

　事業内容や予算等、社会福祉協議会の業務に関する重要事項を
審議するため、次の方々を役員・評議員として任命いたしました。
役員・評議員の皆様には、2年間の任期中、市福祉発展の為ご尽
力いただきます。

社会福祉法人香取市社会福祉協議会
理事・監事・評議員名簿

香取市社協

福祉事業

ニュース
NEWS

を
つ
く
ま
で
二
日
が
か
り
で「
の
し

餅
」を
作
り
1
2
6
世
帯
に
1
6
0

枚
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
方
々
に
支
え
ら
れ
毎
年
実

施
で
き
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。「
の
し
餅
」を
頂
い
た
皆
さ
ん
は

き
っ
と
温
か
い
お
正
月
を
迎
え
る
事

が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

�

（
山
田
区
）

歳
末
餅
つ
き
慰
問

　

12
月
19
日
、
風
の
郷
「
厚
生
園
」

と
大
利
根
旭
出
福
祉
園
の
二
つ
の
施

設
に
お
い
て
、民
生
委
員
児
童
委
員
・

母
子
福
祉
協
力
員
に
よ
る
餅
つ
き
慰

問
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
薄
曇
り
の
寒
い
天
気
で

し
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
で
は
参
加
者
全

歳
末
の
し
餅
配
付
事
業

　

12
月
25
・
26
日
の
二
日
間
か
け

て「
の
し
餅
配
付
事
業
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
山
田
区
内
の

高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に
正
月
用
の

「
の
し
餅
」を
地
区
社
協
の
み
な
さ
ん

が
中
心
と
な
り
毎
年
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。

　

今
年
度
も
八
都
小
学
校
か
ら
30

㎏
、
八
本
紘
一
さ
ん（
小
見
）か
ら
1�

2�

0
㎏
の
も
ち
米
の
寄
付
を
頂
き
ま

し
た
。
も
ち
米
砥
ぎ
か
ら
始
ま
り
餅

　旧佐原市で社協会長や市町村合併後、香取市の社協会
長を務めるなど、永きにわたり福祉の発展にご尽力され
た会長の田中量賢氏が、１月15日、逝去されました。
　謹んでお悔やみ申し上げます。

訃報

　

こ
の
た
び
、
当
協
議
会
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
に
お
き
ま
し

て
、
会
長
職
の
拝
命
を
う
け
、
就
任

に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

理事・監事任期　平成20年2月29日から平成22年2月28日

評 議 員 任 期　平成20年2月21日から平成22年2月20日
平成20年2月29日現在

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当

協
議
会
の
運
営
に
格
別
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
当
協
議
会
が
誕
生

し
て
2
年
を
経
過
し
ま
す
が
、
合
併

直
後
の
運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
役
員
各
位
の
ご
労
苦
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

い
ま
、
香
取
市
は
市
民
の
4
人
に

1
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
時

代
を
迎
え
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

施
策
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
き
、
市
民
が
求
め
て
い
る
も
の
を

的
確
に
捉
え
、
可
能
な
限
り
そ
れ
に

応
え
る
こ
と
が
、
福
祉
の
基
本
で
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
、
よ
り
一
層
、
行
政
と
の

連
携
を
強
め
福
祉
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
当
協
議
会
の
重
要
な
役

割
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
運
営
面
の
現
状
は
、
財
源

の
確
保
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
構

築
す
る
改
革
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
改
め
て
責
任
の
重
大
さ
か
ら
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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員
も
ち
米
が
蒸
し
上
が
る
の
を
い
ま

か
い
ま
か
と
待
ち
受
け
て
お
り
、
も

ち
米
が
運
ば
れ
て
来
る
と
餅
つ
き
経

験
者
が
見
事
な
つ
き
っ
ぷ
り
で
餅
を

つ
き
始
め
、
次
に
施
設
の
利
用
者
の

方
へ
と
杵
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
初

め
て
経
験
す
る
方
も
経
験
者
の
指
導

を
受
け
次
々
に
挑
戦
、
汗
を
か
き
な

が
ら
一
生
懸
命
に
杵
を
振
り
上
げ
ま

し
た
。

　

つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
手
際
よ
く
、

あ
ん
こ
、
大
根
お
ろ
し
、
納
豆
な
ど

に
し
て
交
流
会
会
場
へ
と
運
ば
れ
ま

し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
利
用
者
の
方
達
と

話
を
し
な
が
ら
つ
き
た
て
の
お
餅
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
流
会
の
最
後

に
は
代
表
の
方
が
歌
を
歌
っ
て
く
だ

さ
り
短
い
時
間
で
し
た
が
餅
つ
き
慰

問
は
終
了
し
ま
し
た
。（
小
見
川
区
）

も
く
せ
い
の
会

お
や
つ
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

2
月
13
日
、
も
く
せ
い
の
会
が
約

70
人
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
等

へ
手
作
り
の
お
や
つ
を
お
届
け
し
ま

し
た
。今
回
の
お
や
つ
は「
か
ぼ
ち
ゃ

饅
頭
」。
友
愛
訪
問
も
兼
ね
て
実
施

し
て
お
り
、
毎
回
お
年
寄
り
の
方
た

歳
末
た
す
け
あ
い

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、

共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員

児
童
委
員
、
母
子
福
祉
協
力
員
、
行

政
協
力
員
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
社
会

福
祉
施
設
、
学
校
、
法
人
等
の
関
係

機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、
新
た

な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
や
理
解
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
本

年
度
も
平
成
19
年
12
月
1
日
か
ら
31

日
ま
で
の
1
ヶ
月
間
民
生
委
員
児
童

委
員
、
母
子
福
祉
協
力
員
を
中
心
に

皆
様
の
理
解
を
得
て
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
7
、7
8
2
、1
2
3
円

と
い
う
多
額
の
募
金
を
集
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
市

内
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々
や
そ

の
家
族
が
「
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
、
該

当
す
る
世
帯
へ
見
舞
金
と
し
て
お
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
配
分

等
に
つ
い
て
は
配
分
委
員
会
で
決
定

し
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
下
記
実

績
報
告
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

赤
い
羽
根
共
同
募
金

平成19年度

「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」

　

こ
の
募
金
運
動
の
中
心
と
な
っ
て

活
動
さ
れ
ま
し
た
皆
様
と
、
本
運
動

の
趣
旨
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
市
民
及
び
法
人
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
平
成
19
年
10
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
戸
別
募
金
を
中

心
に
市
内
各
地
で
募
金
活
動
を
実
施

し
、
お
か
げ
さ
ま
で
目
標
額
を
大
き

く
上
回
る
9
、7
7
5
、7
7
8
円

選出区分 氏　名

1 香取市社会福祉協議会長 ─

2 香取市社会福祉協議会副会長 伊藤　辰夫

3
香取市社会福祉協議会副会長
山田区民生委員児童委員協議会連合会長

髙木　　登

4 香取市社会福祉協議会副会長 平川　剛忍

5 佐原区民生委員児童委員協議会連合会長 香取　昭一

6 小見川区民生委員児童委員協議会連合会長 西岡　敏明

7 栗源区民生委員児童委員協議会連合会長 菅井　　武

千葉県共同募金会香取市支会　歳末たすけあい募金配分委員会委員名簿
平成20年1月16日現在任期　自　平成18年11月6日　　至　平成21年11月5日

平成19年度　歳末たすけあい募金運動
実績報告書

単位:円

収入支出差引残高 6,518,002 円は、翌年度へ繰り越します。
※見舞金の1件あたり単価 6,000円

収入の部 支出の部

前年度繰越金　4,764,554 見舞金                      　5,784,000

 （内訳）                   

募　金            7,782,123 　準要保護世帯 188 件 1,128,000

  （内訳） 　母子家庭世帯 151 件 906,000

      戸　別   6,504,950 　父子家庭世帯 18 件 108,000

      法　人   1,200,159 　障害者世帯　 143 件 858,000

      その他        77,014 　ひとり暮らし
　高齢者世帯　

386 件 2,316,000

 　寝たきり
　高齢者世帯 

78 件 468,000

利　息　　　　　　　　 244

 

 小　　計       964 件      5,784,000

 募金経費                         244,919

合　計 　　　12,546,921 合　　計 　　　　　　　6,028,919

の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
浄
財
は
高
齢
者
や
障
害
者
、

ま
た
児
童
青
少
年
等
へ
の
地
域
福
祉

活
動
充
実
の
た
め
の
経
費
と
し
て
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

戸別募金･･････8,751,281 円

法人募金････････235,715 円

学校募金････････479,818 円

職場募金････････144,923 円

その他･･････････164,041 円

（合計）････････9,775,778円

赤い羽根共同募金

選出区分 氏　名

8 母子福祉協力員協議会佐原支部長 鈴木　章子

9 母子福祉協力員協議会小見川支部長 髙橋　幸子

10 母子福祉協力員協議会山田支部長 小林富美子

11 母子福祉協力員協議会栗源支部長 藤崎　照代

12 佐原区行政協力員会長 尾形　忠志

13 小見川区行政協力員会長 髙橋　秀治

14 山田区行政協力員会長 相馬　清示

15 栗源区行政協力員会長 鈴木　陸朗

元
香
取
市
社
協
会
長
で
、
元

行
政
相
談
委
員
、
元
調
停
委

員
の
田
中
量
賢
氏
に
、
正
六

位
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

ち
に
は
好
評
で
す
。　
　
（
山
田
区
）

千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

1
月
30
日
、
松
戸
市
森
の
ホ
ー
ル

21
に
お
い
て
、
第
7
回
千
葉
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
の
各
地
区
予
選
会

を
経
て
79
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
日

頃
鍛
え
た
美
声
を
披
露
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

香
取
市
か
ら
は
4
名
が
出
場
し
、

山
田
支
部　

宮
崎　

誠
さ
ん
（
田
部

北
老
人
ク
ラ
ブ
）
が
『
坂
東
太
郎
』

を
熱
唱
し
、見
事
優
秀
賞
（
第
5
位
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

おやつ作りの様子

3 平成20年3月
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いつまでも自分らしさを大切に、介護の手に優しさと温もりを込めて応援します

介護ショップ あん心

－安心・親切・良質・迅速－
福祉用具の専門相談員がご利用者様に応
じた最適な介護用品をご提案致します。

★お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い★

－取り扱い商品－
介護用ベッド・車椅子・歩行器・杖・
シルバーカー・リハビリシューズ・
肌着・パジャマ・ポータブルトイレ・
紙オムツ・認知症関連用品など

☎0478-52-2222
〒287-0061　香 取 市 谷 中 934-1

介護保険指定事業所

介護用品・福祉用具の介護用品・福祉用具の レンタル 販　売 特別お買い得品特別お買い得品

半額～20%割引

半額～10%割引

半額～30%割引

半額～20%割引

半額～10%割引

半額～30%割引

各種シルバーカー

足に優しい安心のシューズ
各種リハビリシューズ

歩く楽しさ大切さ、しっかりサポート
各種折りたたみ、伸縮杖

その人らしく地域で
暮らすことのできる街づくり

　

2
月
1
日
、
第
2
回
香
取
市
社
会

福
祉
大
会
が
香
取
市
佐
原
文
化
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
当
協
議
会
へ

多
額
の
浄
財
を
寄
せ
ら
れ
た
日
本
相

撲
協
会
東
関
部
屋
の
高
見
盛
関
が
式

典
に
出
席
さ
れ
、
2
階
席
か
ら
宇
井

市
長
と
と
も
に
登
場
さ
れ
る
と
会
場

は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
で
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で

は
、
当
協

議
会
伊
藤

辰
夫
会
長

挨
拶
の
後
、

顕
彰
式
が

執
り
行
わ

れ
、
社
会

福
祉
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
）

　

感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
た
高
見
盛
関

が
「
こ
れ
か
ら
も
稽
古
に
励
み
頑
張

り
ま
す
。」
と
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
香
取
市
長
宇
井
成

一
様
を
は
じ
め
、
香
取
市
議
会
議
長

木
内
誠
様
、
千
葉
県
議
会
議
員
伊
藤

和
男
様
、
千
葉
県
議
会
議
員
谷
田
部

勝
男
様
、
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
の
代
理
と
し
て
石
井
章
様
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ね
む
の
木
会
会
長
、
秋
山
秀
子
さ
ん

に
よ
る
体
験
発
表
が
あ
り
、「
心
を

込
め
た
お
も
て
な
し
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
想
い
や

日
頃
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
様
子
を
、

写
真
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
は
、
当
日
が
誕
生
日
だ

と
い
う
津
軽
三
味
線
の
第
一
人
者
で

あ
る
高
橋
祐
次
郎
氏
に
よ
る
「
笑
わ

せ
ま
す
、
祐
次
郎
の
旅
じ
ょ
ん
が

ら
」。
奥
様
と
と
も
に
津
軽
三
味
線

や
尺
八
の
演
奏
の
み
な
ら
ず
軽
妙
な

話
術
で
会
場
を
お
お
い
に
盛
り
上

げ
、盛
会
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

香
取
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

①社会福祉協議会役員功労

　菅佐原　源治郎

②多額の寄付

　香取市高齢者クラブ連合会佐原支部

　今津　曄

　髙岡　守正

③地域福祉活動功労

　菅澤　功

　平山　郁夫

①地区社会福祉協議会活動功労

　伊藤　登美子

　坂本　勝子

　玉造　文子

　小貫　清

　諏訪　勘一郎

　玉造　ゆり子

　木下　敏子

　髙木　美知子

　寺本　太平

　木村　朝子

　玉澤　正美

②ボランティア活動功労

　おみがわ手話サークル

　香取市交通安全母の会

　佐原グリーンハーモニー

　手話劇団羽音

　新島地区給食サービス喜々の会

　たんぽぽの会

　岩﨑　美津枝

　菅澤　進

③多額の寄付

　 栗林商事株式会社

　全国新舞踊協会香取支部

　山田町ライオンズクラブ

　石上　正巳

　大竹　三郎

　高見盛　精彦

　玉造　稔

第2回 香取市社会福祉大会 顕彰者

香取市社会福祉協議会会長表彰の部･ （敬称略）

香取市社会福祉協議会会長感謝の部･ （敬称略）

第
二
回

記念公演会は爆笑の渦　津軽三味線
奏者高橋祐次郎氏

香取市社会福祉協議会伊藤会長挨拶

高見盛関から故郷青森でつくられたりんごが来
場者全員に配られた

宇井市長祝辞

体験発表をされたねむの木会秋山会長
千葉萌陽高校ボランティア部4人が受付けの
お手伝い

4平成20年3月
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　新島地区社協では、児童の情操教育の一環と
して毎年新島小学校で福祉活動を行っておりま
す。今年は芸術鑑賞を計画し、1月28日に小学
校体育館で講師に安増寛美先生と日下聡子先生
をお迎えしてピアノ演奏や声楽指導を行っていた
だき、「私のお父様」、「浜辺の歌」、「冬景色」、「ゆり
かご」、「おかあさん」、「大きな古時計」、「エリーゼ
のために」を児童・保護者、そして地域の皆さん
が一緒になり合唱しました。

新島 地区社協
「芸術鑑賞を楽しむ」

ボランティアグループ「滝の会」の紹介を致します。私達のメンバーは、以前婦人
会として活動をしていました。その婦人会を引退した仲間で、地域の為に何

か貢献できるものはないかと考え、12名で結成し、平成3年4月に発足致しました。
　活動内容は、ひとり暮らし高齢者の宅配サービスや、養護施設の行事のお手伝い、
介護施設に毎月2回の訪問、デイサービスのお手伝い等を行っています。介護施設
では、入浴後の髪の整えや話相手、配膳の手伝い等をします。
　高齢化社会が進む中、自分が健康でこの様な活動が出来る事を、この上ない幸
せと思っております。私達メンバーは、自分の健康に気をつけながら、皆さんに喜
んで頂ける様今後も頑張っていきたいと思います。

現在香取市には、様々な活動をしているボランティア団体が97あります。ここでは、活動・
魅力を余すところなく紹介していきます。また「参加してみようかな」という方は、本所（TEL 
54-4410）までお問い合わせください。

津宮 地区社協
「津宮地区社協のこと」

　当地区のふれあい活動の一環であるひとり暮らし
高齢者へのお弁当配りは今年で14年目となります。
毎月1回、ボランティアの皆さんが大倉小学校の家庭
科教室を利用させていただき、心をこめて調理した
お弁当を、民生委員が「お元気ですか」の声かけによ
り届けております。この一声が、日常の会話に発展す
る機会となっております。また、例年寝たきり高齢者
へのお見舞い、施設への慰問等を行っています。現在、
福祉の活動は高齢者、子ども等多岐に渡っておりま
すが、皆様のご指導を得て活動を進めていきます。

大倉 地区社協
「ふれあい活動　お元気ですか」

　今回で第12回を迎える
東大戸・瑞穂地区合同での
ふれあいの集いを10月第3
日曜日にみずほふれあいセ
ンターで開催しました。実
施するにあたり3 ヶ月前よ
り役員会を開き計画を練り、前日より役員・ボランティア
の皆さんにより会場設営、給食サービスの準備等をしてお
年寄りを招待いたしました。当日は市役所職員の方々にご
協力いただき血圧測定と健康相談を実施し、そして中学生
にも応援していただきお年寄りとのふれあいの1日を過ご
しました。また、毎月第2日曜日にはひとり暮らしの高齢
者を対象に給食サービスを実施しております。今後とも地
域の皆さんとのふれあいを大切に、微力ながら地域福祉
活動に取り組んで参ります。

瑞穂 地区社協
「ふれあいの集いと給食サービス」

地区社協とは、住民にとって最も身近な
社協として、地域住民が主体となって組
織されている団体です。香取市全域をカ
バーする地区社協の活動をシリーズで紹
介します。

　津宮地区でも、他の
地区と同様にひとり暮ら
しの高齢者や高齢者の
みの世帯が増えてきてい
ます。高齢者に対する取
り組みは、地区社協の
大きな課題の一つです。
当地区では、津宮婦人

会（会長　高安光子さん）が中心となって、地区内に住む
ひとり暮らしの人（希望者）に、月2回（第2・第4土曜）お
昼の弁当を届けています。調理場は津宮小学校の北隣り
にある津宮コミュニティホームです。この給食活動は、前
会長の諸岡英美子さんのときから10年以上続いています。
お弁当を配りながら、ひとり暮らしの人たちとの語らいも
心掛けております。

8

滝
の
会

（
小
見
川
区
）

　1月29日、今年も広域老人福祉セン
ターを会場に、高萩地区社協では「高
齢者ふれあい集会」を行ないました。
参加者は約100名。回数を重ねるごと
に若い役員さんも積極的に協力してく
れるようになりました。センターから
の送迎バスも高齢者には大助かりです。
お陰で毎年参加される方も多く、歌や
踊り、生オケまで飛び出して賑やかに
交流が行われました。

高萩 地区社協
「高齢者ふれあい集会」

　1月27日、すっかり定着してきた
「だんごならし交流会」が沢区民セン
ターで行われました。去年より大き
な楢の木が舞台に飾られ、役員さん
の「さぁ、だんごをならして下さい」の
声で始まり、あっという間に出来上が
り。参加した高齢者から「これを焼い
て食べると風邪を引かないんだよ」と
いう話を聞いて、子ども達はおみや
げに一枝ずつもらって帰りました。

沢 地区社協
「だんごならし交流会」

7
シリーズ

5 平成20年3月
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▲津宮堀川クラブ

　

千
葉
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集

い
が
、
1
月
14
日
、
15
日
の
二
日

間
に
渡
り
、
千
葉
県
下
2
1
1

名
の
参
加
に
よ
り
鴨
川
市
で
開
催

さ
れ
た
。

　

一
日
目
の
第
一
分
科
会
「
こ
れ

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
展
と

問
題
点
に
つ
い
て
」
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大

き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
の
減
少
、
継
続

性
、
高
齢
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
特
に
福
祉
関
係

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
専
門
的
な

事
が
望
ま
れ
、
活
動
上
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
た
の
も
問
題
点
の
要

因
の
一
つ
で
あ
り
「
N
P
O
化

に
す
る
べ
き
」
と
言
う
意
見
も
あ

る
。
反
面
自
分
の
持
つ
知
識
や
技

術
を
生
か
し
、
楽
し
く
活
動
が
出

来
、
仲
間
も
増
え
て
い
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
あ
る
べ
き
姿
な
の
か
も

知
れ
な
い
。

　

ま
た
施
設
側
の
理
解
の
も
と

に
、
無
理
を
し
な
い
で
出
来
る
事

を
、
広
く
浅
く
活
動
し
て
い
る
例

も
あ
る
。
今
私
達
は
、
問
題
点
を

明
ら
か
に
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ

て
更
に
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
く
時
だ
と

思
う
。

　

二
日
目
の
基
調
講
演
「
あ
な
た

は
一
人
で
な
い
〜
遺
族
支
援
か
ら

み
え
る
自
殺
対
策
」
テ
ー
マ
が
重

い
が
、
現
代
の
社
会
状
況
を
考
え

る
と
避
け
て
は
通
れ
な
い
内
容
で
、

自
殺
者
が
年
間
3
万
人
を
越
え
増

加
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
、
遺
族
は
悲
し
み
、
自
責

の
念
、
罪
悪
感
を
心
に
秘
め
て
い

る
。
我
々
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
っ
た
ら
良
い
か
、
安
易
な
慰
め
、

励
ま
し
、
批
判
、
風
評
す
る
事
な

く
語
れ
る
状
況
を
つ
く
り
一
緒
に

な
っ
て
そ
の
辛
さ
を
分
か
ち
あ
う

心
が
大
事
、
遺
族
で
あ
る
講
演
者

の
言
葉
が
心
に
深
く
残
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
に
参
加
し
て

小
見
川
区
　
　
林
　
三
和
子

第27回

▲開会式の様子

▲熱気あふれる会場

　

香
取
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
山

田
支
部
後
期
研
修
旅
行
が
、
2
月
12

日
か
ら
1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
78
名
で
、
行
き

先
は
静
岡
県
焼
津
市
方
面
で
し
た
。

　
一
日
目
は
御
殿
場
市
で
の
昼
食
後
、

静
岡
市
に
あ
る
『
三
保
の
松
原
』
を

散
策
し
、
そ
の
後
『
大だ
い

覚か
く

寺じ

全
珠
院
』

を
参
拝
し
ま
し
た
。
宿
泊
先
の
焼
津

温
泉
郷
で
は
お
い
し
い
夕
食
を
と
り

な
が
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
で
大
盛

況
で
し
た
。

　

二
日
目
は
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
で
買
い

物
を
し
、
遠
江
国
一
宮
と
し
て
崇
敬

を
受
け
て
い
る
『
小お

国く
に

神じ
ん

社じ
ゃ

』
を
参

拝
し
、
袋
井
市
で
の
昼
食
後
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
地
元
に
着
き

ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
大
変

有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
六
年
生
は
2
月
5
日
に
福

祉
協
議
会
の
方
を
招
い
て
お
茶
会
を

開
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
や
レ
ク
な
ど

自
分
達
で
考
え
て
進
め
、
あ
っ
と
い

う
ま
に
楽
し
い
一
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
福
祉
協
議
会
の
方
と

ふ
れ
合
う
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で

す
が
ト
ラ

ン
プ
を
し

た
時
に
、

「
久
し
ぶ
り

に
や
っ
て

楽
し
か
っ

た
よ
」
と

言
っ
て
く

れ
た
こ
と

が
と
て
も

う
れ
し
く
て
、
お
茶
会
を
開
い
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

レ
ク
が
終
わ
っ
た
後
、
六
年
生
全

員
で
、「
お
く
る
言
葉
」を
歌
い
ま
し

た
。
歌
が
終
わ
る
と
み
な
さ
ん
が
拍

手
を
し
て
く
れ
て
、「
楽
し
か
っ
た
時

間
も
も
う
終
わ
り
か
ぁ
」と
少
し
さ

み
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
感
想
発
表
で
は
福
祉
協
議

会
の
方
が
、「
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る

時
に
、
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
来
年
中
学
生
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を

し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

12
月
5
日
、
君
津
市
民
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
39
回
千
葉
県
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
各
地
区
の
予

選
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
35
チ
ー
ム

の
発
表
が
披
露
さ
れ
、
舞
踊
や
ダ
ン

ス
な
ど
、
ど
の
チ
ー
ム
も
練
習
を
重

ね
た
成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

香
取
市
か
ら
出
場
し
た
チ
ー
ム
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

東
大
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
と
の
お
茶
会

香
取
市
立
東
大
戸
小
学
校
　
六
年
　
黒
田
　
香

千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
芸
能
大
会

第39回

▲入小若葉会

▲田部北老人クラブ

▲おくる言葉を合唱

▲小国神社の様子

▲大覚寺の千手観音

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

山
田
支
部
後
期
研
修
旅
行

佐
原
支
部
　
津
宮
堀
川
ク
ラ
ブ

　
『
お
て
も
や
ん
』

　

代
表　

高
安
ヨ
シ
さ
ん　

他
11
名

山
田
支
部
　
田
部
北
老
人
ク
ラ
ブ

　
『
九
十
九
里
大
漁
木
遣
り
唄
』

　

代
表　

宮
崎
照
子
さ
ん　

他
23
名

　
（
千
葉
県
町
村
会
長
賞
受
賞
）

山
田
支
部
　
入
小
若
葉
会

　
『
二
輪
草
』

　

代
表　

鈴
木
豊
子
さ
ん　

他
18
名

　
�（

千
葉
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事

長
賞
受
賞
）
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か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

　1月27日、JAかとり本店においてNPO法人いぶき主催
による「曙チャリティー餅つき大会」が開催されました。
　第67代　横綱　曙太郎関にお越し頂き餅つき大会が行
われました。
　当日は、地区の方たちが大勢集まり募金にご協力いた
だき社会福祉協議会へ110,459円の寄付がありました。
ありがとうございました。

チャリティー
餅つき大会曙

もちつきの様子

NPO法人いぶき代表 菅谷委佐雄さん

社会福祉協議会では、行政協力員及び地区社協役員をはじめ、
多くの市民の皆様のご理解、ご協力をいただき会員としてご加
入いただきました。会費の納入については、支所毎に時期等を

会費納入状況
設定しております。今回は前号からこれまでに納入いただいた
地区等を紹介いたします。（佐原区の法人会費につきましては、
次号で掲載させて頂きます。）

ご寄付ありがとうございます。
12月1日から1月31日までにご寄付いた
だいた方々をご紹介いたします。

寄付者紹介

（敬称略、順不同）一般寄付

※栗源循環ワゴンでは、利用料をいただかない代わりに募金箱を設置して募金の協力をお願いしております。

金　額 氏名等

110,459円 NPO法人いぶき

100,000円 成田地区空の日実行委員会

94,000円（切手） 須田美恵子

83,600円 循環ワゴン利用者

70,000円 地蔵院檀信徒一同

50,000円 日蓮宗千葉県東部宗務所

50,000円 銚子商工信用組合　信友会

40,000円 佐原信用金庫本店営業部

30,000円 佐原キリスト教会

20,000円 香取農業共済組合

15,330円 山崎日出明

13,571円 匿名

10,000円 きくの会

金　額 氏名等

10,000円 荒井　功

10,000円 匿名

10,000円 松林寺　禅道会

10,000円 ウッドストック

6,000円 匿名

4,985円 石津文雄

3,300円 匿名

4,000円 林嘉昭

2,000円 芹川和男

824円
香取市生涯学習人材バン
ク事業推進協議会

318円 匿名

物品寄付
（敬称略、順不同）

テレカ等
住友金属工業㈱鹿島製鉄所並びに関係会社世話人山内輝
雄、佐々木京子、宮崎定子

ベルマーク 宮崎定子、黒田昌子

介護用品 高木みよ子

子どもリサイクル用品 岡野美枝子、飯田浩子、柳田芳江

プルタブ・アルミ缶

集団リハビリつくしの会、老健おみがわ、ママーズ、セ
ブンイレブン佐原観音店、直実栄会、八都小学校、八都
第二小学校、府馬小学校、第一山倉小学校、山倉小学校、
小見川中央小学校、九十九里ホーム山田特別養護老人ホー
ム、篠塚正美、髙安道枝、田中敏子、佐々木京子、髙安
克枝、伊藤遥、武田隼、白鳥みき子、宮崎定子、中馬テ
ル子、学田フジ子、北川トミ、大川高市、匿名

古切手

老健おみがわ、セブンイレブン佐原観音店、住友金属工
業㈱鹿島製鉄所並びに関係会社世話人山内輝雄、佐原印
刷㈱、伊能忠敬記念館、東総あやめ苑、東大戸地区社協、
佐々木京子、白鳥みき子、宮崎定子、須田美恵子、匿名

ハガキ 田中敏子、匿名

金　額 氏　名

5,000円 レインボーグループ

5,000円 佐原点字サークル

3,000円 佐藤啓子

賛助会費 （敬称略・順不同）

金　額 法人名

10,000円

株式会社澤泉

道の駅くりもと紅小町の郷

合名会社　鶴岡スプリング
製作所

有限会社　木内自動車

有限会社　栗源運輸

5,000円 有限会社　円藤組

3,000円

ジェイフィルム株式会社
成田工場

有限会社　浅間台牧場

合資会社　ヤマハン商店

有限会社　日下設備工業

有限会社　カイシン

有限会社　北総ファーム

有限会社　林建材

有限会社　タクミ産業

合資会社　岩井製菓所

有限会社　北総

有限会社　伸栄建設

法人会費 （敬称略・順不同）

金　額 法人名

3,000円

有限会社　富澤製作所

かとり農業協同組合栗源支店

アトラス測地株式会社

キューピータマゴ株式会社
栗源工場

アサヒプリテック株式会社

香取トラック協同組合

有限会社　西商店

有限会社　下河辺牧場

有限会社　清晶

ナガシマ化学工業株式会社
栗源工場

小林製菓株式会社千葉支店

株式会社　エヌ・ビー・ケイ

有限会社　小野

有限会社　安杏

2,000円
東日本温泉株式会社
湯郷紅小町

合資会社　平野

金　額 法人名

2,000円

全国農業協同組合連合会
千葉県本部

合資会社　小沢商店

有限会社　山十材木店

有限会社　日下商店

有限会社　盛里堂

有限会社　平山洋品店

有限会社　丸甚商店

有限会社　富岡建鉄工業

プリンティングスガヤ

株式会社　緑環境

片野建設株式会社

クリモト総業株式会社

有限会社　大和企画

株式会社　斎田運送

有限会社　殿山電工

エアポートトラベル株式会社

有限会社　ピクタ

有限会社　藤和

金　額 法人名

2,000円

高橋工務店

株式会社　シャロン

有限会社　藤森不動産

有限会社　三穂グレイン
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か と り
福祉コミュニケーション

社 協 か と り

登録ヘルパー募集
　あなたの余暇時間を使って地域福祉に貢献してみませんか。
業務内容　訪問介護事業
応募資格　ホームヘルパー２級以上取得者給　　与　身体介護　時給1,400円
　　　　　生活援助　時給1,000円
　　　　　その他　交通費
応募方法　 写真貼付の履歴書、資格を証明でき

るものを提出
受　　付　各支所にて随時受付

INFORMATION

　

今
の
日
本
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
が
78
歳
。
女
性
が
85
歳
。

そ
し
て
65
歳
以
上
の
、
い
わ
ゆ

る
高
齢
者
人
口
の
比
率
は
、
22

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

（
香
取
市
で
は
現
在
25
パ
ー
セ

ン
ト
）。
こ
の
比
率
は
、
ま
だ

ま
だ
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
歳
を
重
ね
い
か
に
い

き
い
き
生
き
る
か
、
長
い
人
生

を
最
後
ま
で
充
実
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ

と
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
安

心
し
て
住
め
る
、
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
り
、
地
域
に
役
立
つ

事
を
願
い
、
福
祉
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
「
社
協
か
と
り
」
の
発
行
も
、

平
成
18
年
の
市
の
合
併
後
2

年
が
過
ぎ
8
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

福
祉
活
動
の
状
況
や
、
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
を
詳
し
く
お
知
ら
せ

す
る
よ
う
つ
と
め
ま
す
。
よ
ろ

し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い

し
ま
す
。 編

集
後
記

広
報
委
員

平
川
　
剛
忍
・
八
角
　
是
文

千
代
田
　
學
・
細
野
　
昌
男

次号発行予定日　平成20年7月1日（火）

本所…☎54-4410　小見川支所…☎83-7071　山田支所…☎78-1056　栗源支所…☎75-2118

臨時職員募集
対　　象　市内在住の人
職　　種　事務職
勤務場所　小見川支所（本郷62）
勤 務 日　土曜日・日曜日
募集人数　1人
時　　給　770円
応募方法　写真貼付の履歴書を提出受付場所　本所・小見川支所にて受付受付期間　平成20年3月17日（月）〜 3月24日（月）お問い合わせ　本所☎54-4410

ボランティア基礎養成講座
点字講習会

日　時　3月26日（水）　午後2時から
場　所　佐原中央公民館　第3研修室
定　員　30人（参加無料）
講　師　視覚障害者総合支援センターちば　山倉延枝　先生

問合せ・申込　3月24日（月）までに社会福祉協議会本所

☎54-4410・FAX54-4797

訂正とおわび
本紙、平成20年1月1日付第7号3頁の欄に次のとおり
誤りがありましたので、おわびして訂正いたします。

（誤）須田恵美子 → （正）須田美恵子

心配ごと相談所相談日一覧
毎週木曜日（祝日除く）　10：00〜15：00

平成20年度

佐　原：社会福祉協議会本所会議室
小見川：小見川福祉センター
山　田：旧山田町社会福祉センター
栗　源：栗源公民館

期日 場　所 期日 場　所
4月3日 小見川 10月2日 栗源

4月10日 山田 10月9日 佐原
4月17日 栗源 10月16日 小見川
4月24日 佐原 10月23日 山田
5月1日 小見川 10月30日 栗源
5月8日 山田 11月6日 佐原

5月15日 栗源 11月13日 小見川
5月22日 佐原 11月20日 山田
5月29日 小見川 11月27日 栗源
6月5日 山田 12月4日 佐原

6月12日 栗源 12月11日 小見川
6月19日 佐原 12月18日 山田
6月26日 小見川 12月25日 栗源
7月3日 山田 1月8日 佐原

7月10日 栗源 1月15日 小見川
7月17日 佐原 1月22日 山田
7月24日 小見川 1月29日 栗源
7月31日 山田 2月5日 佐原
8月7日 栗源 2月12日 小見川

8月14日 佐原 2月19日 山田
8月21日 小見川 2月26日 栗源
8月28日 山田 3月5日 佐原
9月4日 栗源 3月12日 小見川

9月11日 佐原 3月19日 山田
9月18日 小見川 3月26日 栗源
9月25日 山田

子供リサイクル用品のご案内
　山田支所では、チャイルドシート、ベビーカーなど不要となった子供用品のリサイクル活動を行っております。
　不要の子供用品がございましたら、社会福祉協議会へお持ちください。　また、リサイクル用品でもきれいな物もございますので購入の前に一度お問合せください。
【現在のお預かり品】
　おもちゃ（数点）　ベビーバス（2）　チャイルドシート（2）　おまる（4）　ベビー服（数点）　ぬいぐるみ（数点）　おんぶひも（1）　ベビーチェア（1）　ベビーキャリー（1）問い合せ　山田支所

小見川総合病院
病院内ボランティア募集

　国保小見川総合病院では院内ボランティアを募集しております。
　現在は、外来患者の受診介助や、受付案内などの活動をしていただいてお
ります。患者からは「ボランティアの方がいると心強い」と評判です。
対象　病院・健康・ボランティアに興味のある方
現在の活動時間　平日の9時から11時半
交流会　年2回予定
　今後は、ご希望に応じた活動も考えていきたいと思っております。
　病院も地域に根ざして頑張る所存です。皆様のご活躍をお待ちしております。
お問い合わせ・申し込み
　　　小見川総合病院　☎0478-82-3161
　　　事務長、石毛　または　看護部長、小暮へ
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